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        豊明市建設工事請負業者格付要領  

（平成１３年９月２６日決裁）  

    （趣旨）  

第１条 豊明市において発注する工事の請負業者（以下「業者」という。）  

  の格付基準及び格付の取扱いについては、この要領の定めるところによ  

  る。  

  （格付対象業者）  

第２条 格付の対象となるのは、建設業法（昭和２４年法律第１００号。以  

  下「法」という。）第３条第１項の規定により許可を受けている業者で  

  法第２７条の２３第１項の規定による経営事項審査申請書を提出した業  

  者及びこれらの業者で構成する共同企業体とする。  

  （格付の方法）  

第３条 格付は、法第２７条の２３の規定による経営事項審査結果の総合  

  数値（以下「客観的要素」という。）により格付する。  

２   新規業者のうち過去２年間の完成工事高の確認されない業者は、最下  

  位の等級に格付するものとする。  

  （格付基準）  

第４条 格付の基準は、客観的要素により、別表に定めるとおりとする。  

  （格付の有効期間）  

第５条 格付は、隔年毎行い、その有効期間は、格付を決定した日から次  

  の決定の日の前日までとする。  

  （格付名簿）  

第６条 市長は、第３条の規定により格付名簿を作成する。  

      附   則         

  この要領は、平成１３年１０月１日から施行する。  

附   則  

  この要領は、平成１６年４月１日から施行する。  
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別表（第 4 条関係）  

 

総     合     数     値  等 

級 土木一式工事  建築一式工事  その他工事  

Ａ  １，０００以上  １，０００以上  １，０００以上  

Ｂ  １，０００未満  
    ７００以上  

１，０００未満  
    ７００以上  

１，０００未満  
    ７００以上  

Ｃ      ７００未満      ７００未満      ７００未満  

 


